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12. 回転体の体積へのもう
ひとつのアプローチ
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【探究】回転体へのもう一つのアプローチ【探究】回転体へのもう一つのアプローチ

　回転体の体積を積分によって求めるには，回転軸に
垂直な平面による断面を考えるのが原則である．
しかし，右の図のような領
域を 軸を回転軸として回
転してできる立体の場合は，
軸に垂直な平面で切った断
面は，かなり複雑な形になり，
簡単な公式で断面積を求める
ことができない．
このような場合にも有効な公式を作ろう．
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薄い円筒薄い円筒
　正の数 と を満たす関数

に対し，不等式

，

が表す領域を 軸のまわりに
回転してできる立体の体積
を とし， を の正の
微小増分として，これに対す
る体積の微小増分

を考える．
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　 は，底面積が

で，高さ の立体の体積に
ほぼ等しい．
すなわち，

よって，

そこで とすると，
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　これと， とから，

この考え方は，丸い木材を
円形の年輪にそって外側から
削ってゆくように，回転体を
きわめて薄い円柱の殻に分け
ることにたとえられる．
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例例

　曲線 と 軸で囲まれる部
分を 軸のまわりに 回転してできる立体の体積は

y

xO



III 18802_01

半球の体積半球の体積

　半径 の半球の体積は， y

xO
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球の表面積球の表面積

　半径 の球の体積を ，表面積を とする
と，半径 ，および半径 の同心球の間にはさ
まれた部分の体積 は

∴

そこで， を用いると，

が得られる．
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